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広報つやまは、環境保護のため古紙配合率100%再生紙、大豆油インキを使用しています。読み終えた後はリサイクルにご協力ください。�
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▲櫓台崩落の状況（○印、明治23年）�
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津
山
城
の
築
城
過
程
６�

〜
腰
巻
櫓
石
垣
は
な
ぜ
崩
落
し
た
か
〜�

編�

集�

後�

記�

■
11
月
は
多
く
の
行
事
が
行
わ
れ
ま

す
ね
。
今
年
も
イ
ベ
ン
ト
や
講
演
会

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
取
材
は
し

た
の
で
す
が
広
報
紙
へ
載
せ
き
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
車
い
す
駅
伝

競
走
大
会
が
例
年
よ
り
１
週
間
遅
か

っ
た
の
で
、（
ひ
）さ
ん
は
締
め
切
り

に
間
に
合
わ
そ
う
と
編
集
が
た
い
へ

ん
そ
う
で
し
た
。（
郁
）�

■
毎
年
、
車
い
す
駅
伝
の
競
技
後
は
、

選
手
と
市
民
の
み
な
さ
ん
が
和
や
か

に
交
流
す
る
場
面
が
見
ら
れ
ま
す
。

今
年
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
カ
メ
ラ

付
き
携
帯
電
話
で
写
真
を
撮
り
合
う

よ
う
す
も
よ
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
お

な
じ
み
の
光
景
も
少
し
ず
つ
時
代
を

反
映
し
て
変
化
し
て
い
ま
す
ね
。（
ｅ
）�

■
紅
葉
の
時
期
も
終
わ
り
ま
し
た
ね
。

あ
る
日
、
上
の
子
ど
も
が
「
玄
関
に

ダ
チ
ョ
ウ
の 

”は
“
が
あ
る
で
ー
」

と
言
い
ま
し
た
。
「
え
っ
！
ダ
チ
ョ

ウ
の
歯
？
羽
？
」
と
思
い
玄
関
に
行

っ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
あ
っ
た
も
の

は
…
。
お
姉
ち
ゃ
ん
、
こ
れ
は
イ
チ

ョ
ウ
の
葉
で
し
ょ
。（
ひ
）� （11月１日現在）�

人　口　90,118  人（前月比△６）�
　男　　42,946  人（同△17）�
　女　　47,172  人（同＋11）�
世帯数　34,866世帯（同＋18）�

10月中の異動数�

ひ と の 動 き�

固定資産税４期�
国民健康保険料５期�
介護保険料７期�

納期限：12月25日（木）�

今 月 の 納 税 �

出生　  70人、死亡　  62人�
転入　223人、転出　237人�月�

２００３�

　今回は腰巻櫓の石垣について検討します。
　腰巻櫓の載る石垣（以下「腰巻櫓石垣」
と呼びます）は、前回お話しした裏鉄門の
南側に隣接して築かれています。

　この部分は百聞録の第１話でも紹介しま
したが、明治23年に上の写真のように石垣
が崩落し、積み直されているか所で、その
状況は②のとおりです。向って右側の石垣
は七間廊下の櫓台で、その石垣に小さな石
垣を付け足したように見える部分が積み直
された腰巻櫓石垣です。両者は一直線につ
ながっています。
　ところで、①と②を注意深く比較すると、

腰巻櫓石垣と七間廊下石垣の高さが逆転し
ていることに気づきます。①では明らかに
腰巻櫓石垣の方が七間廊下石垣よりも高い
のに、②では逆に低くなっています。
　ここで発掘調査の結果を見てみます。腰
巻櫓石垣の基底部分は発掘調査の結果、③
のように現状の腰巻櫓石垣基底部よりも１
メートル程度張り出していたことが分かり
ました。

　つまり、腰巻櫓石垣は七間廊下石垣より
も高く、さらに七間廊下石垣面を包み込む
ような構造になっていたのです。ですから
②の右半分に見えている七間廊下石垣は、
本来は腰巻櫓石垣に覆われて見ることので
きなかった石垣なのです。
　明治初年に津山城の建物はすべて撤去され、
腰巻櫓もその例外ではありませんでした。
そのため腰巻櫓石垣の上面からは雨水が入
るようになりました。③のように七間廊下
石垣と崩落前の腰巻櫓石垣との間にはほと
んどすき間がなく、雨水を排水するための
グリ石が入りません。そのためこの石垣の
すき間に雨水が入るようになり、その圧力
に耐えかねて、前述の明治23年の石垣崩落
が起きたのだと思われます。

▲腰巻櫓石垣積み直し状態（左）。右の下石垣�
　との間に目地が確認できます�

▲腰巻櫓石垣基底部の状況�
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